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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第16期

第１四半期
連結累計期間

第17期
第１四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日

自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日

自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日

売上高 (百万円) 45,842 48,348 181,966

経常利益 (百万円) 2,558 2,896 10,329

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,517 1,748 5,965

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,517 1,747 5,967

純資産額 (百万円) 36,748 41,744 40,754

総資産額 (百万円) 66,121 73,524 74,795

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 68.14 78.52 267.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.6 56.8 54.5

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。主要な関係会社についても、異動はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社クリエイトＳＤホールディングス(E21606)

四半期報告書

 2/16



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、現政権による経済政策・金融政策への期待感から

景気回復の動きが見られたものの、新興国経済の景気減速や欧州の経済不安の長期化、予定されている

消費税増税に対する節約志向などから、景気の先行きは依然不透明なまま推移しております。

ドラッグストア業界におきましては、医薬品ネット販売など他業種からの大衆薬販売への参入、競合

他社の出店や価格競争の激化などにより、依然厳しい環境がつづいております。

このような状況の中、当社グループは「セルフメディケーションを力強くサポートし、総合的な地域

医療に貢献する」企業を目指して、ドラッグストア事業、調剤薬局事業、有料老人ホーム事業及びデイ

サービス事業を展開しております。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業につきましては、接客サービスの更なる充実と薬剤師、登録販売者及び栄養士と

いった有資格者の配置による相談できる環境の整備により、顧客満足度の向上に継続して取り組んでま

いりました。

新規出店につきましては、７店舗の出店を行いました。一方で経営効率化の観点から１店舗の閉鎖を

行いました。

＜調剤薬局事業＞

調剤薬局事業につきましては、地域に密着したかかりつけ薬局を目指し、ドラッグストアへの併設を

中心に処方箋応需枚数の増加を図っております。さらに、老人ホーム等の介護施設や個人宅に処方箋に

基づいたお薬をお届けする「訪問服薬指導」は、連携施設数を53施設へ拡大（前期末比８施設増）して

実施してまいりました。

新規出店につきましては、ドラッグストアへの併設調剤薬局１店舗を開設いたしました。

＜有料老人ホーム事業＞

有料老人ホーム事業につきましては、高齢社会を迎え需要が拡大する一方、入居一時金に関する規制

強化、入居一時金なしの老人ホームやサービス付高齢者住宅の増加など、その環境は変わりつつありま

す。これに対し料金体系の柔軟化を実施し、また機能訓練の充実などサービスの向上を図っておりま

す。

＜デイサービス事業＞
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デイサービス事業につきましては、要支援・要介護の方の介護予防を目的として、筋力トレーニング

や認知症予防トレーニングなどを行う機能訓練型デイサービスセンター「サロンデイ」の多店舗化を図

り事業拡大を目指しております。

　新規開設につきましては、１施設を開設いたしました。

以上により、当第１四半期連結会計期間末の当社グループの店舗数はドラッグストア事業では385店

舗、調剤薬局事業では調剤専門薬局23店舗、ドラッグストアへの併設調剤薬局65店舗の合計88店舗、有

料老人ホーム事業では介護付有料老人ホーム２施設、デイサービス事業ではデイサービスセンター31施

設となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は48,348百万円（前年同期比5.5％増）、営業利

益は2,796百万円（前年同期比13.2％増）、経常利益は2,896百万円（前年同期比13.2％増）、四半期純

利益は1,748百万円（前年同期比15.2％増）となりました。

　
（２）財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は73,524百万円となり、前連結会計年度末に比べて

1,271百万円減少いたしました。主な要因は、現金及び預金が2,604百万円、新店及び出店準備物件の増

加等に伴い有形固定資産が370百万円増加したものの、有価証券が4,000百万円減少したことなどによる

ものです。

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は31,779百万円となり、前連結会計年度末に比べて

2,261百万円減少いたしました。主な要因は、買掛金が831百万円、未払法人税等が1,102百万円減少し

たことなどによるものです。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は41,744百万円となり、前連結会計年度末に比べて990

百万円増加いたしました。主な要因は、配当金757百万円による減少があったものの、四半期純利益

1,748百万円を計上したことなどによるものです。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な事項はありませ

ん。

　

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 88,000,000

計 88,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年10月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,273,114 22,273,114
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 22,273,114 22,273,114 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年６月１日～
平成25年８月31日

─ 22,273,114 ─ 1,000 ─ 8,595

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年５月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　
① 【発行済株式】

平成25年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,271,500 222,715
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式      1,614 ― 同上

発行済株式総数 22,273,114 ― ―

総株主の議決権 ― 222,715 ―

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式48株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成25年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社クリエイトSD
ホールディングス

横浜市青葉区荏田西二丁
目３番地２

― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年６月１

日から平成25年８月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年６月１日から平成25年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,785 13,389

売掛金 3,604 3,504

有価証券 9,000 5,000

商品 16,174 15,651

その他 5,456 5,326

流動資産合計 45,020 42,872

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,111 7,319

土地 3,630 3,630

その他（純額） 2,357 2,520

有形固定資産合計 13,099 13,469

無形固定資産 334 308

投資その他の資産

長期貸付金 6,644 6,638

敷金及び保証金 6,362 6,478

その他 3,432 3,853

貸倒引当金 △97 △97

投資その他の資産合計 16,340 16,873

固定資産合計 29,775 30,651

資産合計 74,795 73,524

負債の部

流動負債

買掛金 23,702 22,871

未払法人税等 2,285 1,182

賞与引当金 153 730

役員賞与引当金 110 27

ポイント引当金 1,670 1,650

店舗閉鎖損失引当金 － 0

その他 3,945 3,188

流動負債合計 31,866 29,651

固定負債

退職給付引当金 337 378

その他 1,837 1,750

固定負債合計 2,174 2,128

負債合計 34,041 31,779
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 934 934

利益剰余金 38,812 39,804

自己株式 △0 △0

株主資本合計 40,747 41,738

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6 5

その他の包括利益累計額合計 6 5

純資産合計 40,754 41,744

負債純資産合計 74,795 73,524
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年８月31日)

売上高 45,842 48,348

売上原価 33,932 35,501

売上総利益 11,910 12,846

販売費及び一般管理費

ポイント引当金繰入額 940 1,650

給料及び手当 3,561 3,810

賞与引当金繰入額 546 566

役員賞与引当金繰入額 18 27

退職給付費用 58 55

減価償却費 475 465

地代家賃 1,928 2,071

その他 1,910 1,403

販売費及び一般管理費合計 9,440 10,050

営業利益 2,470 2,796

営業外収益

受取利息 33 33

受取配当金 1 1

負ののれん償却額 19 19

固定資産受贈益 16 28

その他 20 18

営業外収益合計 91 101

営業外費用

支払利息 1 1

貸倒引当金繰入額 0 －

支払補償費 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 2 1

経常利益 2,558 2,896

特別利益

固定資産受贈益 － 17

特別利益合計 － 17

特別損失

固定資産除却損 － 3

店舗閉鎖損失 7 0

その他 1 0

特別損失合計 9 4

税金等調整前四半期純利益 2,549 2,909

法人税等 1,032 1,160

少数株主損益調整前四半期純利益 1,517 1,748

四半期純利益 1,517 1,748
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,517 1,748

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 △1

その他の包括利益合計 0 △1

四半期包括利益 1,517 1,747

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,517 1,747

少数株主に係る四半期包括利益 － －

EDINET提出書類

株式会社クリエイトＳＤホールディングス(E21606)

四半期報告書

11/16



【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

項目
当第１四半期連結累計期間

(自 平成25年６月１日 至 平成25年８月31日)

 税金費用の計算 　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日)

減価償却費 491百万円 472百万円

のれんの償却額 0 〃 0 〃

負ののれんの償却額 19 〃 19 〃

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年６月１日 至 平成24年８月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月24日
定時株主総会

普通株式 668 30 平成24年５月31日 平成24年８月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成25年６月１日 至 平成25年８月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月23日
定時株主総会

普通株式 757 34 平成25年５月31日 平成25年８月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）及び当第１四半期連結累

計期間（自　平成25年６月１日　至　平成25年８月31日）

当社グループは、ドラッグストア事業の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいと考えられるこ

とから、セグメント情報の記載を省略しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
至 平成24年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 68円14銭 78円52銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(百万円) 1,517 1,748

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,517 1,748

    普通株式の期中平均株式数(株) 22,273,114 22,273,066

　(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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三優監査法人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   小　林　昌　敏   印

業務執行社員 　公認会計士   熊　谷　康　司   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年10月10日

株式会社クリエイトＳＤホールディングス

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社クリエイトＳＤホールディングスの平成25年６月１日から平成26年５月31日までの連結会計年度の第
１四半期連結会計期間(平成25年６月１日から平成25年８月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25
年６月１日から平成25年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クリエイトＳＤホールディングス
及び連結子会社の平成25年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経
営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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